
【
書
評
】

富
永
一
登
著

『
中
園
古
小
説
の
展
開
』

(
研
文
出
版
、
二

O
一
三
年
)

佐

野

誠

子

詩
文
研
究
に
比
し
、
六
朝
・
唐
代
の
小
説
と
呼
ば
れ
る
作
品
醒
住
関
す
る
日
本

語
の
研
究
室
百
は
屋
倒
的
に
少
な
い
。
長
く
讃
ま
れ
績
け
て
い
る
唐
代
小
説
全
般
を

扱
っ
た
研
究
室
聞
と
し
て
は
、
内
山
知
也
『
惰
唐
小
説
研
究
』
(
木
耳
社
、

九
七

七
)
、
近
藤
春
男
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
(
笠
間
書
院
、

一
九
七
八
)
が
あ
げ
ら
れ

ょ
う
。
こ
れ
ら
二
書
は
、
基
礎
研
究
と
呼
ぶ
べ
き
書
籍
で
あ
り
、
内
山
著
は
、
情

代
を
含
め
た
唐
代
小
説
の
歴
史
的
な
展
開
を
作
者
・
作
品
毎
に
追
い
、
近
藤
著
は
、

形
式
面
の
問
題
の
検
討
を
含
み
つ
つ
、
愛
情
、
狭
義
、
紳
怪
、
歴
史
と
ジ
ャ
ン
ル

別
に
特
徴
を
探
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
岡
本
不
二
明
は
『
唐
宋
の
小
説
と
社
舎
』

(
汲
古
書
院
、

二
O
O
三
)
、
『
唐
宋
停
奇
戯
劇
考
』
(
汲
古
書
院
、

。
) 

『
李
娃
停
と
鞭
』
(
汲
古
書
院
、

で
、
宋
代
以
降
へ
の
文
挙
史
的
な
展

二
O
一
五
)

開
を
見
据
え
て
唐
代
惇
奇
小
説
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
数
値
崩
の
停
奇
小
説
の
み

を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
小
南
一
一
郎
『
唐
代
俸
奇
小
説
論
』
(
岩
波
書
底
、

。

二
ニ
)
は
、
停
奇
小
説
の
成
立
と
限
界
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
無
視
で
き
な
い

重
要
な
著
作
で
あ
る
。

六
朝
及
び
唐
代
の
小
説
を
扱
っ
た
比
重
が
大
き
い
書
と
し
て
は
、
前
野
直
彬

『
中
園
小
説
史
考
』
(
秋
山
書
底
、

一
九
七
五
)
、
内
国
道
夫
『
中
園
小
説
研
究
』

(
評
論
社
、

一
九
七
七
)
、
妊
司
格
一

『
中
園
中
世
の
説
話
|
古
小
説
の
世
界
』

(
白
帝
社
、

一
九
九
二
)
、
竹
田
晃
『
中
園
小
説
史
入
門
』
(
岩
波
書
庖
、

。。

一
己
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

翻
謬
に
翻
し
て
は
、
卒
凡
社
中
園
古
典
文
事
全
集
や
東
洋
文
庫
、
明
治
書
院

『
中
国
古
典
小
説
選
』
、
さ
ら
に
は
岩
波
文
庫
に
も
『
唐
代
傍
奇
集
』
が
あ
る
な
ど
、

け
っ
し
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
六
朝
・
唐
代
の
小
説
で
あ
る
が
、
研
究
室
田
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
塞
々
た
る
紋
況
で
あ
る
。

富
永
一
登
著
『
中
園
古
小
説
の
展
開
』
は
、
著
者
の
六
朝
・
唐
代
小
説
に
闘
す

る
論
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
よ
う
や
く
研
究
書
レ
ベ
ル
で
の
中
園

古
小
説
研
究
の
「
展
開
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
溝
部
良
悪
に
よ
る
停
奇
小
説
部
分
を
中
心
と
し
た

書
評
が
、
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
五
九
、

二
O
一
四
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

目
次
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

序

章

想
像
世
界
へ
の
い
ざ
な
い

第
一
章

古
小
説
の
テ
キ
ス
ト

『
太
卒
虞
記
』
の
諸
本

付
表
「
『
太
卒
廉
記
』
の
来
歴
と
諸
本
」
/

魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』

第
二
章

「
小
説
」
観

五



第
三
章

第
四
章

第
五
章

結初
出
一
覧
/
付
録

古
小
説
閥
係
著
書
/
あ
と
が
き
/
索
引

六
朝
「
小
説
」
考

i
段
義
『
小
説
』
を
中
心
と
し
て
/
唐
代
「
小

説
」
考
!
顧
況
「
戴
氏
『
康
異
記
』
序
」
を
中
心
と
し
て

六
朝
志
怪
論
考

六
朝
志
怪
童
百
解
題
/
六
朝
志
怪
の
「
鬼
」
/
六
朝
志
怪
の
文
健

『
異
苑
』
を
中
心
と
し
て

六
朝
志
怪
か
ら
唐
代
侍
奇
へ
異
類
婚
を
中
心
と
し
て

「
人
虎
惇
」

の
系
譜
六
朝
化
虎
語
か
ら
唐
惇
奇
小
説
へ
/
「
書
且
氏

停」

l
猿
の
饗
身
/
狐
説
話
の
展
開
/
「
白
蛇
停
」
遡
源
考
/
「
柳

毅
侍
」
龍
説
話
の
展
開

唐
代
侍
奇
論
考

沈
亜
之
の
史
傍
的
作
品
/
唐
代
小
説
の
「
鬼
」
|
『
太
卒
庚
記
』
鬼

類
を
中
，心
と
し
て
/ 
商
胡
買
賓
誇
/ 

鴬
鴛
俸

愛
情

説
の
限

界
/
「
魚
服
記
」

の
創
作
意
園
!
唐
代
惇
奇
の
娯
楽
性
/
唐
代
小
説

章

の
創
作
意
園
「
杜
子
春
」
を
中
心
と
し
て

「
桃
花
源
」
と
「
和
神
園
」

序
章
に
お
い
て
は
、
「
小
説
」

の
語
の
使
わ
れ
方
、
六
朝
か
ら
唐
代
へ
の
小
説

の
態
一
化
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
餐
化
は
、
想
像
力
と
言
語
表
現
の
巧
み
さ
に

(
二
六
頁
)
だ
と
の
概
論
が
述
べ
ら
れ
る
。

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

六
朝
か
ら
唐
代
へ
の
小
説
の
「
展
開
」
を
み
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
各
種
志

怪
・
俸
奇
の
テ
キ
ス
ト
を
み
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
北
宋
・
李
坊
等
編

五

『
太
卒
虞
記
』
と
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
は
必
携
の
書
で
あ
る
。
『
太
卒
庚
記
』
は
、

北
宋
太
卒
興
圏
三
年
(
九
七
八
)
に
太
宗
に
上
表
さ
れ
た
類
書
で
あ
り
、
六
朝
志

怪
及
び
唐
代
の
士』

，"出
怪

停
奇
か
り

の
耳|
用
文
を
多
く
お
さ
め
る

ま
た

古

説

鈎
沈
』
は
、
単
行
本
が
現
存
し
な
い
六
朝
志
怪
の
輯
本
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
書
の
第
一
章
「
古
小
説
の
テ
キ
ス
ト
」
は
、
こ
の
二
書
に
つ
い

て
の
テ
キ
ス
ト
研
究
の
概
設
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
『
太
卒
庚
記
』
に
闘
す

る
概
説
が
こ
こ
ま
で
詳
し
く
書
か
れ
た
日
本
語
の
書
籍
は
な
く
、
古
小
説
研
究
を

し
よ
う
と
い
う
者
に
と
っ
て
本
章
は
必
讃
の
文
献
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
『
太
卒
庚

記
』
を
め
ぐ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
章
末
で
も
初
出
の
論
文
公
刊
後
に
で
た
論

文
・
書
籍
の
出
版
情
報
の
補
足
が
あ
る
が
、
更
に
本
書
の
出
版
前
後
に
大
き
な
愛

化
が
あ
っ
た
。
著
者
は
、
本
文
中
で
一
般
に
『
太
卒
廉
記
』
が
完
成
後
す
ぐ
に
は

印
刷
さ
れ
ず
、
版
本
が
出
向
っ
た
の
は
明
代
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
通
設
を
紹
介

し
た
の
ち
に
、
北
宋
に
お
け
る
流
布
の
可
能
性
を
蘇
載
の
文
な
ど
に
た
ど
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
『
太
卒
庚
記
』
受
容
研
究
は
、
西
尾
和
子
に
よ
っ
て
現
在
精
力

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二

O
一
一
年
に
は
、
張
園
風
の
校
訂
に
よ
る

『
太
卒
康
記
曾
校
』
(
北
京
燕
山
出
版
社
)
が
出
版
さ
れ
た
。
『
太
卒
虞
記
曾
校
』

は
、
こ
れ
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
中
華
書
局
版
で
は
参
照
し
て
い
な
か
っ
た

『
太
卒
庚
記
』
の
諸
本
、
さ
ら
に
は
、
朝
鮮
宇
島
で
出
版
さ
れ
て
い
た
『
太
卒
庚

霊
忌
酢
と
い
う
、
『
太
卒
庚
記
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
ま
で
も
校
勘
の
材
料
と

し
て
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
中
華
書
局
版
に
比
し
て
詳
細
な
校
注
が
附
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
著
者
は
、
章
末
の
後
記
で
ふ
れ
、
の
ち
の
章
に
お
い

て
も
一
部
法
相
押
で
『
太
平
康
記
曾
校
』
を
利
用
し
て
い
る
が
、
全
面
的
に
取
り
入



れ
る
こ
と
が
時
間
的
に
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
で
あ
る
。

評
者
は
、
『
太
平
庚
記
舎
校
』
本
を
用
い
た
と
き
に
、
そ
の
校
訂
や
、
句
讃
の

切
り
に
封
し
て
同
意
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
必
要
に
感
じ
て
古
い
中
華
書
局
版

も
参
照
す
る
こ
と
が
あ
る
。
『
太
卒
康
記
曾
校
』
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
校
訂
の

テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
と
し
て
も
、
『
太
卒
虞
記
』

の
編
集
自
健
が
、
そ
れ
ほ

ど
精
密
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
賓
は
覆
ら
ず
、
研
究
の
際
に
は
、
改
め
て

の
テ
キ
ス
ト
の
吟
味
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
著
者
は
、
『
古
小

説
鈎
沈
』
に
関
し
て
、
研
究
史
、
魯
迅
に
よ
る
輯
侠
作
業
の
時
期
、
序
文
及
、
び
魯

迅
の
士
口
小
説
に
関
す
る
言
及
を
ま
と
め
た
上
で
、
『
古
小
説
鈎
沈
』

上
の
問
題
黙
を
整
理
す
る
。
著
者
は
、
「
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
務
『
列

の
テ
キ
ス
ト

異
傍
』
」
(
『
虞
島
大
挙
文
曲
学
部
紀
要
』
五
四
谷
特
輯
続
二
、

一
九
九
四
)

の
末
尾

で
、
「
魯
、
迅
所
見
の
『
太
卒
御
覧
』
は
、
「
南
海
李
氏
擦
飽
崇
城
校
宋
本
重
刊
光
緒

十
八
年
版
鶴
撃
海
堂
」
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」

(九
O
頁
)
と

報
告
し
て
い
る
。
魯
迅
が
見
た
本
と
我
々
が
今
入
手
し
や
す
い
本
と
は
遣
い
、
そ

れ
が
テ
キ
ス
ト
の
遠
い
に
つ
な
が
る
。
筒
車
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
『
古
小
説
鈎

沈
』
は
、
単
行
本
と
し
て
存
在
し
な
い
六
朝
志
怪
の
輯
本
と
し
て
は
一
覧
性
に
す

ぐ
れ
る
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
単
に
話
の
内
容
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
詳
し
く

讃
み
解
こ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
各
自
で
引
用
元
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
た
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
前
野
直
彬
の
盟
事
』
引
い
て
、
『
古
小
説
鈎
沈
』

の
決
定
版
テ
キ
ス
ト
を
作
る
べ
き
だ
と
強
調
す
る

(
六
四
頁
)
ば
か
り
で
な
く
、

賓
践
も
し
て
お
り
、
先
に
あ
げ
た
『
列
異
俸
』

の
み
な
ら
ず
、
組
蓋
之
『
志
怪
』

や
『
幽
明
録
』

の
新
た
な
校
訂
に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
る
。

第
二
章
「
「
小
説
」
観
」

は
、
「
小
説
」
と
い
う
語
に
焦
黙
を
あ
て
た
論
考
二
篇

を
牧
録
す
る
。
序
章
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
「
小
説
」

の
語
の
古
い
用
例
を
紹
介
し

た
の
ち
、
そ
の
名
も
『
小
説
』
と
い
う
梁
の
殿
芸
が
編
纂
し
た
書
籍
に
つ
い
て
の

分
析
が
行
わ
れ
る
。
『
小
説
』

の
内
容
に
つ
い
て
、
事
物
の
由
来
、
『
世
説
新
語
』

的
な
人
び
と
の
聞
の
噂
話
と
、
鬼
神
の
話
の
三
種
類
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
『
惰
志
』

で
、
志
怪
が
史
部
雑
侍
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
と
遣
い
、

殿
芸
は
既
に
志
怪
小
説
を
小
説
と
し
て
意
識
し
て
い
た
、
と
結
論
す
る
。

そ
の
次
に
、
唐
代
戴
字
の
手
に
な
る
怪
異
語
集
『
康
異
記
』
に
つ
け
ら
れ
た
顧

況
の
序
文
の
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
戴
字
の
死
後
、
息
子
達
が
時
の
著

名
文
人
顧
況
に
依
頼
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
顧
況
自
身
は
、

こ
の
よ
う
な
作
品
を
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
顧
況
は
怪
異
を
語
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
摩
代
の
怪
異
を
記
録
し
て
き
た
書
物
の
歴
史

を
概
観
す
る
。
嘗
時
の
人
遠
か
ら
み
た
怪
異
護
が
い
か
な
る
位
置
づ
け
で
あ
っ
た

の
か
を
う
か
が
与
え
る
貴
重
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
の
序
文
中
に

「
志
怪
」

の
語
は
み
え
る
が
、
「
小
説
」

の
語
は
み
え
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
、
志
怪
と
小
説
が
一
緒
に
語
ら
れ
る
の
は
、
段
成
式
の
筆
記
『
酉
陽
雑
姐
』

の

序
文
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
す
る
。

こ
の
章
で
、
ま
た
序
章
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
、
現
代
の
目

か
ら
み
た
「
小
説
」
観
を
六
朝
・
唐
代
に
さ
が
そ
う
と
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

こ
と
ば
の
意
味
は
時
代
に
よ
っ
て
愛
化
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
も
う
一
段
ひ
い
た

自
で
「
小
説
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ひ
る

五



が
え
っ
て
、
日
本
で
の

「
小
説
」

の
語
の
使
わ
れ
て
き
た
歴
史
に
つ
い
て
、
『
日

本
図
語
大
僻
典
』
(
小
息
子
館
)

に
よ
っ
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
著
者
も
序
章
で

述
べ
て
い
る
坪
内
遁
這
『
小
説
神
髄
』
が
ロ
O

〈
己
の
誇
語
で
あ
っ
た
以
前
に
お
い

て
も
、
日
本
語
文
献
で

「
小
説
」

の
語
は
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味

は
『
日
本
画
語
大
都
典
』

の
説
明
を
利
用
す
れ
ば
、
「
民
聞
に
縄
問
わ
る
話
や
市
中

の
話
題
を
記
述
し
た
、
散
文
鰻
の
文
章
。
正
式
の
、
改
ま
っ
た
文
章
で
な
い
も
の
。

中
園
の
稗
史
か
ら
出
た
も
の
で
、
ふ
つ
う
は
あ
る
程
度
史
賓
に
基
づ
い
た
話
を
さ

す
が
、
あ
た
か
も
史
賓
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
虚
構
の
話
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
」

と
あ
り
、
『
聖
徳
太
子
惇
暦
』
(
九
一
七
頃
か
)
や
『
史
記
抄
』
(
一
四
七
七
)
な

ど
の
用
例
を
奉
げ
る
。
『
史
記
抄
』

で
は
、
実
太
伯
世
家
に
お
い
て

「
越
よ
り
氾

議
が
計
で
西
施
を
呉
玉
に
献
じ
た
と
云
事
は
小
説
に
は
あ
れ
ど
も
史
記
井
通
鑑
等

に
は
無
明
文
ぞ
」
、
と
歴
史
の
逸
話
を
「
小
説
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
使
わ
れ

「
小
説
」
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

方
は
、
『
漢
書
』
義
文
志
に
お
け
る

志
怪
が
歴
史
記
録
か
ら
源
生
し
た
、
あ
る
い
は
、
歴
史
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た

こ
と
は
、
誰
も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
世
説
新
語
』

の
よ
う
な
作
品
も

賓
在
の
人
物
に
つ
い
て
の
逸
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
語
ら
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
「
小
説
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
う

な
る
と

志
怪
も

ま
7こ
惇
奇
も

唐
代
以
降

小
説
と
し
て
認
識
さ
れ
Tこ
と
し

て
も
、
そ
れ
は
、
志
怪
H
小
説
で
は
な
く
、
小
説
(
史
寅
よ
り
だ
が
、
と
る
に
た

ら
な
い
話
)
と
い
う
大
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
下
に
志
怪
や
、
世
事
、
博
物
と
い
う
下

位
分
類
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
股
芸
の

書
が
『
小
説
』
と
い
う
題
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
怪
異
露
の
み
を

五
四

載
せ
る
『
虞
異
記
』

の
序
に
お
い
て
、
と
り
た
て
て

「
小
説
」

の
語
を
使
わ
な

か
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
詰
め
込
ん
だ
『
酉
陽
雑
組
』

が
、
志
怪
・
小
説
の
語
を
使
っ
た
こ
と
も
、
合
理
的
に
理
解
で
き
る
。

第
三
章
は
「
六
朝
志
怪
論
考
」
と
し
て
、
各
志
怪
に
つ
い
て
の
解
題
、
六
朝
志

怪
の

「
鬼
」
、
そ
し
て
、
志
怪
の
文
健
の
例
と
し
て
、
劉
宋
・
劉
敬
叔
の
『
異
苑
』

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
解
題
に
つ
い
て
は
、
中
園
語
で
は
各
種
専
門
書
籍
や

事
典
に
お
い
て
、
解
題
が
あ
り
、
ま
た
、
日
本
語
の
謬
書
な
ど
で
も
簡
単
な
解
説

が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
は
便
利
で
は
あ
る
。
た

だ
し
、
単
行
本
が
あ
る
任
防
『
述
異
記
』
、
古
小
説
鈎
沈
で
も
枚
録
線
数
が
多
い

組
沖
之
『
述
異
記
』
や
王
淡
『
冥
詳
記
』
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
主
要
な
書
籍
が

網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
異
苑
』

の
文
鰭
分
析
は
、
六
朝
志
怪
研
究
に
お
い
て
文
章
を
問
題
と
す
る
場

合
の
図
難
を
明
ら
か
に
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
『
異
苑
』

の司君副の

多
く
が
『
捜
紳
記
』
な
ど
他
書
か
ら
の
引
用
で
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
ま
た
、
現
行
十
巻
本
の
『
異
苑
』
は
、
明
代
の
再
編
集
本
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ど
の
話
が
『
異
苑
』

の
著
者
で
あ
る
劉
敬
叔
本
人
の
文
章
で
あ
る
の
か
を
見

極
め
る
の
は
難
し
い
。
『
異
苑
』
巻
六
の

の
話
に
つ
い
て
、
著
者
は
、

「
山
霊
」

宋
の
孝
建
年
開
(
四
五
四
|
四
五
六
)

の
で
き
ご
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
時
開

的
に
他
書
か
ら
の
停
寓
は
不
可
能
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
劉
敬
叔
自
身
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
文
字
化
さ
れ
た
、
所
謂
口
承
故
事
で
あ
ろ
う
」

(
一
八
九
頁
)
と
し
て
、

興
奮
し
た
口
調
を
そ
の
ま
ま
に
惇
え
る
表
現
は
劉
敬
叔
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
話
は
、
他
書
に
『
異
苑
』
か
ら
と
し
て
の
引
用
が
な
く
、
同
話
で
あ



る
『
太
平
庚
記
』
巻
三
百
二
十
五

「
郭
慶
之
」

は
出
典
を
『
述
異
記
』
と
す
る
。

こ
れ
は
、
本
嘗
に
原
本
『
異
苑
』
に
牧
め
ら
れ
て
い
た
話
な
の
だ
ろ
う
か
。
著
者

も
、
『
異
苑
』
と
『
幽
明
銭
』
と
の
重
複
に
つ
い
て
、
全
十
六
話
中
十
三
話
が
、

類
書
で
は
『
幽
明
録
』
か
ら
と
し
て
の
み
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
『
異
苑
』
が
再

編
さ
れ
た
時
に
混
入
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
(
一
八
六
一
八
七
頁
)
が
、

こ
れ
と
同
じ
く
混
入
話
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
太
卒
康
記
舎
校
』
は
、
『
太

卒
康
記
』

の
こ
の
テ
キ
ス
ト
と
現
行
『
異
苑
』
と
の
聞
の
文
字
の
遣
い
を
い
く
つ

か
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
話
が
、
十
巻
本
の
出
版
者
で
あ
る
明
の
胡

震
享
が
援
見
し
た
と
い
う
宋
本
『
異
苑
』
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
慎
重
に
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
ロ

ま
た
、
『
異
苑
』
巻
一
に
あ
る
山
水
の
描
寓
が
美
文
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

著
者
は
、
嘗
時
の
地
方
志
や
山
水
記
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
に
利
用
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
、
現
在
他
書
に
類
似
内
容
が
み
え
な

しミ

『
異
苑
』
中
の
美
文
に
つ
い
て
、
劉
敬
叔
自
身
が
し
る
し
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
、
と
の
推
測
を
す
る
(
一
九
三
頁
)

の
は
、
些
か
無
理
の
あ
る
議
論
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
六
朝
の
文
章
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
数
あ
る
。
そ
の
中

で
、
す
で
に
我
々
が
参
照
で
き
な
い
テ
キ
ス
ト
を
劉
敬
叔
が
『
異
苑
』
に
取
り
、
込

ん
だ
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
他
、
現
行
『
異
苑
』
の
本
文
よ
り
も
長
い
文
章
が
、
日
本
に
残
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。
類
書
か
ら
の
再
編
本
は
、
類
書
引
用
時
に
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
部
分
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
文
章
表
現
か
ら
意
圃
を
探
る
の
に
は
限
界

が
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
六
朝
志
怪
に
つ
い
て
は
、
書
籍
毎
の
内
容
の
傾
向
の
差
な
ど
か

ら
、
著
作
の
意
園
を
さ
ぐ
る
方
が
着
賞
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
異
苑
』
に

お
け
る
特
徴
は
、
現
行
十
巻
本
巻
三
に
博
物
的
な
記
述
を
多
く
含
む
こ
と
、
ま
た

巻
四
を
中
心
と
し
て
、
五
行
志
に
遁
じ
る
よ
う
な
死
の
予
兆
を
多
く
含
む
話
が
多

い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
六
朝
志
怪
は
、
『
官
一
験
記
』
や
『
冥
詳
記
』
な
ど
の
悌
教

志
怪
と
い
う
悌
教
に
特
化
し
た
著
作
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
著
作
毎
の
傾
向
を
分

析
す
る
と
、
怪
異
を
共
通
の
内
容
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
欄
心
の
領
域
に

ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
章
「
六
朝
志
怪
か
ら
唐
代
停
奇
へ
l

異
類
婚
を
中
心
と
し
て
」

で
は
、
虎
、

猿
、
狐
、
蛇
、
龍
に
つ
い
て
の
異
類
婚
姻
語
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析
を
行
つ

て
い
る
。
寅
は
、
こ
の
ほ
か
に
第
三
章
及
、
ひ
第
五
章
で
、
六
朝
及
、
び
唐
代
の

「鬼」

(
幽
霊
)
に
つ
い
て
の
話
を
扱
っ
た
節
が
あ
る
。
「
鬼
」

の
題
材
も
こ
の
章
に
入
れ

て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
動
物
と
「
鬼
」

の
論
文
と
は
、
共
通
鮎
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
ど
ち
ら
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
類
に
関
す
る
話
は

『
太
卒
庚
記
』

の
分
類
に
よ
っ
て
概
観
し
て
い
る
。
第
二
に
、
動
物
に
し
ろ
、
「
鬼
」

に
し
ろ
、

ヒ
ト
で
は
な
い
他
者
(
異
類
)
と
い
う
結
で
は
同
じ
で
あ
る
。
第
三
に

「申品」

の
論
文
に
つ
い
て
も
、
幽
婚
譲
を
扱
う
比
重
が
大
き
く
、
ま
た
、
第
四
章

の
章
題
に
は
、
「
異
類
姻
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
各
篇
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物

の
全
般
の
話
に
つ
い
て
の
一
言
及
も
あ
る
。
「
鬼
」

の
論
文
の
み
、
分
量
が
膨
大
な

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
六
割
と
唐
代
と
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ば

」
の
よ
う
に
論
文
の
方
法
論
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の

「宿泊」

の
論
文
二
篇
も
第

四
章
に
入
れ
た
上
で
、
六
朝
・
唐
代
の
小
説
に
と
っ
て

「
異
類
」
と
は
ど
の
よ
う

五
五



な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
異
類
毎
の
傾
向
の
差
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
綿
括
的
な
文
章
が
あ
る
方
が
、
よ
り
遁
切
な
構
成

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
主
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
六
朝
と
唐
代
の
同
一
題
材
を
比
較
し
て

の
描
潟
の
詳
細
化
の
指
摘
で
あ
り
、
文
義
化
と
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

巌
密
に
考
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
を
も
っ
て
小
説
の

「
展
開
(
順
を
追
っ
て
の
毅

達
)
」
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
芥
川
龍
之
介

ゃ
、
中
島
敦
ら
が
唐
代
小
説
に
取
材
し
て
小
説
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
彼
ら

な
り
の
創
作
の
工
夫
が
あ
る
、
し
か
し
、
唐
代
惇
奇
か
ら
、
大
正
・
昭
和
の
小
説

に
「
展
開
」
し
た
と
は
な
ら
な
い
。
六
朝
か
ら
唐
代
へ
と
時
代
的
漣
績
が
あ
る
た

め
に
、
「
展
開
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
嘗
に
そ
う
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
だ
け
で
は
不
足
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
朝
と
唐
代
の
小
説
の
大
き
な
遣
い
は
、
描
潟
の
詳
細
さ
の
み
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
主
題
の
有
無
に
あ
る
。
異
類
婚
姻
で
あ
れ
ば
、
異
類
と
の
遭
遇
の
事
賓
の

み
が
し
る
さ
れ
た
六
朝
志
怪
に
く
ら
べ
、
唐
代
に
お
い
て
は
、
愛
情
が
描
か
れ
る

こ
と
、
著
者
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
唐
代
の
異
類
婚
姻
誇
の
傑
作
と
み
な
さ

れ
る
話
に
お
い
て
は
、
異
類
は
人
格
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
逆
に
考
え
れ
ば
、
清
・
蒲
松
齢
『
柳
崩
同
志
異
』

の
よ
h

つに、

ヒ
ト
を
異
類
に

お
き
か
え
つ
つ
、
異
類
の
特
徴
を
生
か
し
た
話
を
作
っ
た
と
も
い
え
る
。

主
題
の
存
在
は
、
他
の
唐
代
侍
奇
小
説
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、

主
題
を
描
こ
う
と
す
る
際
に
、
六
朝
に
蓄
積
が
あ
っ
た
怪
異
需
を
利
用
す
る
し
か

な
か
っ
た
の
が
、
唐
代
、
と
り
わ
け
初
唐
時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
簡
単
な
言
及
が
あ
る
の
み
だ
が
、
唐
-
初
の

「
補
江
総
白
猿
停
」

は
、
敵

陽
詞
の
サ
ル
顔
を
か
ら
か
う
た
め
に
、
サ
ル
が
女
を
さ
ら
っ
た
話
を
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
中
唐
に
な
っ
て
も
、
「
任
氏
惇
」

は
キ
ツ
ネ
と
の
異
類
婚
姻
を
通
じ

て
愛
情
を
描
こ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
す
ぐ
に
は
ヒ
ト
同
士
の
態
愛
を
描
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
第
五
章

で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
元
積
「
鴛
鴛
停
」
に
お
い
て
異
類
を
女
性
に
置
き
換

え
で
の
表
現
を
試
み
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

主
題
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
が
、
六
朝
志
怪
の
中
に

あ
っ
て
、
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
通
じ
る
。
人
々
は
、
「
桃
花
源
記
」

に
、
た
だ
の
事
賓
の
記
録
で
は
な
い
意
闘
を
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

一
般
の
志
怪
と
同
列
に
扱
わ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
考
え
る
べ
き
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
意
圃
を
も
っ
て
の
著
述
が
六

朝
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唐
代
に
な
る
と
な
ぜ
可
能
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
背
景

に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
第
五
章
に

お
い
て
語
り
の
場
や
、
温
巻
(
行
巻
)
な
ど
に
つ
い
て
簡
車
に
鰯
れ
る
が
、
本
格

的
に
は
論
じ
て
お
ら
ず
、
他
書
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

芥
川
龍
之
介
や
中
島
敦
に
と
っ
て
、
唐
代
停
奇
は
数
あ
る
創
作
の
材
料
の
一
で

し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
清
の
戯
曲
小
説
で
、
六
朝
志
怪
や
唐
代
停
奇
に
題

材
を
求
め
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
劃
し
て
、
唐
代
の
小
説
の
多
く
は
、
六

朝
志
怪
な
く
し
て
は
、
飛
躍
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
所
々
で
ほ
の
め
か
し
な
が
ら
も
、
強
く
は
主
張
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
が

「
展
開
」
な
の
で
あ
ろ
う
。



第
五
章
は
「
唐
代
停
奇
論
考
」
と
し
て
、
停
奇
小
説
に
関
す
る
論
文
六
篇
を
お

さ
め
る
。
「
鬼
」

に
闘
す
る
衡
に
つ
い
て
は
先
に
簡
翠
に
燭
れ
た
の
で
、
そ
れ
以

外
の
論
文
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

「
沈
亜
之
の
史
停
的
作
品
」

は
、
韓
愈
の
弟
子
に
あ
た
る
沈
豆
之
の

「
李
紳
惇
」

「
漏
燕
侍
」

「
郭
常
停
」

「
喜
子
停
」
を
と
り
あ
げ
分
析
す
る
。
沈
亜
之
は
、
韓
愈
・

柳
宗
元
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
史
侍
的
な
作
品
と
、
元
積
・
白
居
易
集
圏
の
中
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
停
奇
的
な
作
品
と
の
爾
方
を
著
し
た
と
い
う
意
味
で
、
特
異
な
著

者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
制
作
時
期
が
、
前
者
は
任
官
前
、
後
者
は
任
官
後

で
あ
り
、
史
才
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
よ
う
と
す
る
た
め
の
史
俸
と
、

仲
間
内
の
語
ら
い
の
中
で
生
ま
れ
た
停
車
円
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
沈
亜

之
の
傍
奇
的
作
品
三
篇
は
、

い
ず
れ
も
夢
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
篇
が
、

あ
と
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
志
怪
か
ら
離
脱
し
て
い
く
と
い
う
指
摘
は
、
内
山
蕃

の
流
れ
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
前
章
に
お
け
る
、
志
怪
か
ら
俸
奇

へ
と
い
う
離
脱
の
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

「
商
胡
責
賓
語
」

に
つ
い
て
は
、
唐
代
小
説
に
お
い
て
、
西
方
か
ら
き
た
胡
人

達
が
、
園
際
的
な
彩
り
を
添
え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
著
者
も
利
用
す
る
石

回
幹
之
助
『
長
安
の
春
』
(
卒
凡
枇
東
洋
文
庫

一
九
六
七
)
に
お
さ
め
ら
れ
る

話
の
紹
介
で
終
わ
っ
て
お
り
、
や
や
新
味
に
か
け
る
。
著
者
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、

六
朝
に
も
胡
人
の
話
は
あ
る
が
、
唐
代
に
お
い
て
量
的
な
擁
大
が
み
ら
れ
る
の
は
、

貧
際
に
多
く
の
胡
人
が
来
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時
代
・
環
境
の

愛
化
に
よ
っ
て
、
新
た
な
話
の
題
材
が
加
わ
る
の
は
骨
同
然
で
あ
る
。
そ
の
先
の
、

新
た
な
題
材
で
あ
る
胡
人
達
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
附
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
は
異
人
で
は
あ
る
が
、
第
四
章

の
よ
う
な
異
類
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
。

「
「
鴛
鴬
侍
」

l
愛
情
小
説
の
限
界
」

は
、
「
鴬
樺
調
停
」

の
現
在
の
讃
者
か
ら
み

た
小
説
と
し
て
の
あ
ら
す
じ
の
不
備
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
異
類
と
し
て
の
女

を
書
こ
う
と
し
た
故
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
鷲
鴛
侍
」

が
、
不
備
が
あ
ろ
う

と
、
現
在
ま
で
愛
請
さ
れ
て
い
る
の
は
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
元
積
の
唐

詩
の
手
法
を
加
味
し
た
怨
情
描
寝
の
巧
み
さ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

静
永
健
が
陳
鴻
「
長
恨
侍
」
と
白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
比
較
し
て
、
「
長
恨
歌
」

が
物
語
の
構
成
を
よ
く
整
え
て
い
る
と
評
債
し
た
よ
う
山
戸
我
々
は
作
品
を
評
債

す
る
際
に
は
、
内
容
で
は
な
く
、
ま
た
主
題
で
も
な
く
、
そ
の
表
現
や
構
成
に
こ

そ
踏
み
込
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。

末
尾
の
二
篇
は
、
「
創
作
意
圃
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
「
魚
服
記
」
及
び
「
杜

子
春
惇
」
を
論
じ
て
い
る
。
「
魚
服
記
」

の
創
作
意
圃
は
、
そ
れ
ま
で
の
魚
へ
の

要
身
誇
に
あ
っ
た
冥
界
遊
行
の
要
素
を
棄
て
て
、
魚
に
嬰
身
し
で
も
官
僚
一
意
識
を

持
ち
績
け
る
さ
ま
を
「
奇
事
」
と
し
て
描
き
、
娯
楽
性
を
高
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る

の
だ
と
い
う
。
「
杜
子
春
」

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
「
奇
」
な
工
夫

が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
は

「
杜
子
春
」
が
牧
め
ら
れ
る
『
玄
怪
銭
』

及
び
『
績
玄
怪
録
』
(
雨
方
に
牧
め
ら
れ
る
)
に
共
通
し
た
、
「
あ
る
特
定
の
主
義

主
張
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
如
何
に
し
て
奇
怪
な
話
を
作
り
、
讃
者
を
驚
か

せ
楽
し
ま
せ
る
か
と
い
う
譜
譲
性
の
追
求
に
意
を
注
い
だ
も
の
」
(
四
七
八
頁
)

だ
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
「
奇
」

の
追
求
は
、
酒
令
の
場
で
な
さ
れ
た
も
の

五
七



で
あ
り
、
著
者
で
あ
る
中
下
層
宮
僚
の
状
況
か
ら
、
讃
誰
的
な
も
の
が
好
ま
れ
た

」
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
す
る
。

第
五
章
で
と
り
あ
げ
た
作
品
は
、
唐
代
惇
奇
小
説
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
他
の
作

ロ
聞
に
つ
い
て
も
幅
庚
く
吟
味
す
べ
き
課
題
は
あ
る
だ
ろ
う
。

著
者
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
六
朝
か
ら
唐
代
へ
の
小
説
の

「
展
開
」
を
論
じ

と
く
に
唐
代
に
お
け
る
「
創
作
」

の
工
夫
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
唐
代
小

設
の
す
べ
て
が
六
朝
小
説
を
展
開
さ
せ
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
著
者
も
時
折
、
中

晩
唐
以
降
に
お
け
る
小
説
の
怪
異
へ
の
悶
障
に
鰯
れ
る
。
寅
際
に
、
と
り
わ
け
元

白
集
固
に
お
け
る
惇
奇
小
説
は
、
あ
ら
す
じ
に
つ
い
て
は
、
戯
曲
化
な
ど
受
容
さ

れ
た
が
、
表
現
と
し
て
そ
の
後
新
し
い
形
へ
の
昇
華
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

い
わ
ば
、
停
奇
小
説
は
、
あ
る
方
向
に
伸
び
た
一
本
の
枝
で
あ
り
、
そ
の
枝
は
成

長
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
す
で
に
太
い
幹
で

あ
っ
た
小
説
(
逸
話
や
怪
異
、
博
物
を
含
む
)
は
引
き
績
き
上
に
伸
び
て
い
っ
た
。

賓
際
、
宋
代
に
も
停
奇
小
説
の
た
ぐ
い
は
あ
る
も
の
の
、
北
宋
・
築
史
「
楊
太

の
よ
う
に
歴
史
家
に
よ
る
責
在
の
人
物
に
関
す
る
史
侍
健
小
説
が
主
で

員
外
惇
」

あ
り
、
成
果
に
乏
し
い
。
そ
し
て
、
怪
異
需
で
目
立
つ
の
は
、
南
宋
・
洪
遁
が
、

親
戚
知
人
か
ら
怪
異
諺
を
集
め
て
編
纂
し
た
『
夷
堅
志
』

で
あ
り
、
そ
の
他
は
、

怪
異
諌
の
み
に
限
ら
な
い
筆
記
が
多
勢
を
占
め
る
。
筆
記
の
中
の
怪
異
譜
は
、
唐

代
の
志
怪
以
上
に
著
者
の
見
聞
を
し
る
し
た
と
い
う
色
合
い
が
強
い
。

唐
代
惇
奇
の
傑
作
の
多
く
が
、
士
山
怪
を
展
開
さ
せ
た
上
で
作
品
と
し
て
の
完
成

度
(
後
世
の
讃
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
表
現
)
を
得
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
路
線
は
、
棄
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。
近
鰭
詩
と
同
じ
く
あ
ま
り

五
八

に
も
完
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、
新
し
い
も
の
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
と
も
他
の
要
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
元
自
集
間
に
あ
っ
た
私
小
説
的
な
語
り
へ
の
拒
絶
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
し
、
中
園
文
人
の
意
園
的
な
「
創
作
」

へ
の
拒
絶
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
「
沈
堕
之
の
史
停
的
な
文
章
」

で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
な
、
身
近
な
人
物

を
取
り
上
げ
た
「
O
O惇」

は
、
後
代
に
も
多
く
書
か
れ
て
お
り
、
文
章
家
と
し

て
の
面
白
を
設
揮
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
現
象
は
、
宋
代
に
お
け
る

小
説
の
妹
、
況
と
同
じ
く
、
史
賓
・
事
責
へ
の
悶
腸
と
い
え
よ
う
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
六
朝
志
怪
を
取
り
扱
っ
た
書
は
少
な
い
。
本
書
は
、

と
き
お
り
、
六
朝
士
山
怪
に
関
す
る
特
徴
や
肯
定
的
な
舌
説
を
あ
ら
わ
す
こ
と
も
あ

る
も
の
の
、
全
健
的
に
は
、
油
開
奇
小
説
の
表
現
を
稀
揚
し
、
そ
の
踏
み
蓋
と
し
て

「
だ
け
」

の
六
朝
志
怪
と
い
う
印
象
を
輿
え
る
き
ら
い
が
あ
る
。
著
者
の
関
心
は
、

志
怪
自
韓
よ
り
も
唐
代
小
説
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
の
志
怪
で
あ
る
と
も
い
え

る

六
朝
志
怪
の
内
容
は
、
そ
れ
以
前
の
書
籍
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

六
朝
志
怪
か
ら
特
徴
的
に
目
立
つ
も
の
も
あ
る
。
第
三
章
に
あ
る
「
六
朝
志
怪
の

「
鬼
」
」
に
お
い
て
、
六
朝
以
前
の
鬼
の
記
録
は
怨
霊
的
な
も
の
が
主
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
六
朝
志
怪
の
鬼
の
話
を
「
豊
か
」
に
し
た
の
は
、
冥
界
、
例
数
、
道
教

の
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
冥
界
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
も
の
の
、
併
数
、
道
教
は
、

後
漢
末
か
ら
六
朝
に
か
け
て
庫
固
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
そ
も
そ
も

悌
数
や
道
教
に
関
す
る
話
白
韓
が
存
在
し
な
い
。

六
朝
志
怪
は
、
史
の
文
鰻
を
利
用
し
て

(
こ
れ
は
、
惇
奇
の
前
に
士
山
怪
が
必
要



で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
志
怪
に
は
史
の
文
抽
胞
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
)
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
、
身
近
な
怪
異
事
件
を
し
る
す
こ
と
こ
そ
が
特

徴
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
悌
教
や
道
教
の
よ
う
な
新
し
い
宗
教
の
勃

輿
も
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
何
も
か
も
を
貧
欲
に
記
録
し
よ
う
と
い
う
歴

史
の
意
識
の
饗
化
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
識
は
、
停
奇
小
説
の
よ
う
な
細

や
か
な
描
寓
は
な
い
に
し
て
も
、
知
り
う
る
限
り
の
情
報
を
残
そ
う
と
す
る
あ
ま

り
の

一
種
の
不
安
定
さ
を
も
っ
た
、
ま
た
理
由
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
濁
特
の
文
龍
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
志
怪
は
、
正
史
の
五
行
志
に
あ
る
よ
う
な
事
賓
の
羅
列
で
は
な
い
、

話
と
し
て
の
流
れ
を
し
る
す
記
法
を
作
り
上
げ
た
こ
と
で
、
現
在
の
我
々
も
讃
ん

で
特
異
な
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
六
朝
志
怪
が
中
園

小
説
史
の
は
じ
ま
り
と
し
て
認
知
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
志
怪
は
志
怪
で
、
過

去
に
な
か
っ
た
も
の
を
作
り
出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
充
分
に
文
撃
史
的
な
債
値

が
あ
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
著
者
・
著
作
別
の
基
礎
研
究
に
加
え
、
六
朝
及
、
び
唐
代

を
同
一
題
材
で
比
較
す
る
場
合
の
基
礎
的
な
研
究
を
提
供
し
た
こ
と
が
評
債
で
き

ょ
う
。
ま
た
、
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
で
論
文
検
索
を
す
る
環
境
の
中
、
デ
ー
タ
ベ

l

ス
に
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
存
在
に
気
が
つ
き
に
く
い
古
典
的
な
研
究
が
本

文
や
注
で
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
一
初
事
者
に
と
っ
て
は
参
考
と
な
る
だ
ろ

う
(
た
だ
し
、
注
で
は
、
初
出
の
雑
誌
情
報
の
み
を
あ
げ
、
そ
の
後
車
行
本
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
情
報
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
)
。
そ
の
つ
い
で
で
い
え
ば
、
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
「
古
小
説
関
係
著
書
」

に
つ
い
て
は
、
員
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
否
か
判
断
が
難
し
い
。
現
在
ウ
ェ
ブ
上

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
さ
え
す
れ
ば
、
新
し
い
論
文
や
書
籍
の
情
報
を
簡
壊
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
、
奮
来
の
よ
う
な
一
費
を
作
る
の
は
、
務
多
く
し

て
盆
少
な
し
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
網
羅
性
を
目

指
し
た
一
覧
よ
り
も
、
質
を
見
極
め
た
上
で
の
解
説
を
附
し
た
書
籍
・
論
文
案
内

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

索
引
は
、
書
名
、
人
名
で
別
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
書
名
は
、
巻
数
・
小
題
も

附
さ
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
『
太
卒
虞
記
』

の
あ
る
巻
に
牧

め
ら
れ
て
い
る
話
が
言
及
さ
れ
て
い
る
か
否
か
な
ど
が
簡
翠
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
、
便
利
で
あ
る
。

注

(
1
)

「
小
説
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
著
者
も
書
籍
中
で
検
討

し
て
い
る
。
評
者
は
積
極
的
に
「
小
説
」
の
語
を
使
わ
な
い
立
場
で
あ
る
が
、
本

書
評
で
は
、
書
名
に
し
た
が
い
「
小
説
」
の
語
を
用
い
る
。

(
2
)

西
尾
和
子
「
南
宋
期
に
お
け
る
『
太
平
康
記
』
受
容
の
横
大
要
因
に
つ
い
て
」

『
日
本
中
国
皐
曾
報
』
六
六
、
二
O
一
四
の
他
、
『
和
漢
語
文
研
究
』
に
四
篇
の
論

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
二
O
一
五
年
秋
時
鈷
)
。

(
3
)
『
太
卒
廉
記
詳
節
』
に
つ
い
て
は
、
溝
部
良
恵
「
成
任
編
刊
『
太
卒
庚
記
詳
節
』

に
つ
い
て
」
『
東
京
大
挙
中
園
語
中
園
文
拳
研
究
室
紀
要
』
五
、
二
O
O
二
、
張

図
風
『
太
平
庚
記
版
本
考
述
』
(
中
華
書
局
、
ニ
O
O
四
)
な
ど
を
参
照
。

(
4
)
前
野
直
彬
「
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
の
問
題
貼
」
の
も
の
。
著
書
で
は
初
出
の

『
東
洋
文
化
』
四
て
一
九
六
六
を
あ
げ
る
が
、
現
在
は
同
氏
『
中
園
小
説
史
考
』

五
九



(
秋
山
書
底
、
一
九
七
五
)
に
枚
録
さ
れ
る
。

(
5
)

「
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
緯
組
牽
之
『
志
怪
』

i
」
『
康
島
大
事
文
事
部
紀

要
』
五
=
一
、
一
九
九
一
二
、
「
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
緯
|
組
妻
之
『
士
山
怪
』

(
績
)
」
『
中
国
撃
研
究
論
集
』
八
、
二

O
O
一
。
「
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』

校
稗
『
幽
明
録
』

l
」
は
、
『
中
園
事
研
究
論
集
』
九
競
合
一

O
O
二
)
か
ら

こ
O
競
及
、
び
二
二
競
(
三

O
O九
)
ま
で
全
十
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
第
八
三
話
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
中
断
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
6
)

『
漢
書
義
文
士
山
』
の
諸
子
略
小
説
家
の
書
籍
か
ら
、
首
時
の
「
小
説
」
の
語
を
分

析
し
た
も
の
と
し
て
、
前
野
直
彬
「
漢
代
の
小
説
に
つ
い
て
」
注

(
4
)
前
掲
前

野
著
所
牧
が
あ
る
。

(
7
)
著
者
も
注
で
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
『
酉
陽
雑
組
』
序
文
の
「
志
怪
小
説
」
の
語

に
つ
い
て
は
、
黒
団
員
美
子
「
唐
代
に
お
け
る
「
小
説
」
の
嬰
容
に
つ
い
て
」

『
お
茶
の
水
女
子
大
撃
中
閣
文
事
禽
報
』
七
、
一
九
八
八
が
、
現
在
も
ち
い
ら
れ

る
「
志
怪
小
説
」
の
意
味
で
は
な
く
「
士
山
怪
」
と
「
小
説
」
が
並
列
で
あ
ろ
う
と

の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
本
文
中
で
評
者
が
、
志
怪
は
小
説
の
下
位

分
類
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
こ
と
と
矛
盾
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
怪
異
の
み
を
取
り
扱
っ
た
書
を
「
志

怪
」
、
怪
異
語
も
そ
の
他
の
話
も
牧
め
る
書
を
「
小
説
」
と
呼
ん
だ
(
そ
れ
こ
そ

段
芸
『
小
説
』
の
よ
う
な
)
の
だ
と
す
れ
ば
、
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

(
8
)
『
異
苑
』
各
話
の
重
複
賦
況
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が

(
一
八
四
ー
一
八
六
頁
)
、
類
書
の
引
用
状
況
ま
で
網
羅
し
た
大
橋
由
治
「
類
書
等

所
引
『
異
苑
』
鈎
沈
」
『
大
東
文
化
大
事
中
関
撃
論
集
』
一
回
、
一
九
九
六
が
参

照
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

(
9
)
谷
口
孝
介
「
菅
原
道
員
と
神
仙
思
想
|
源
能
有
五
十
賀
扉
風
詩
を
め
ぐ
っ
て
1
」

(
『
菅
原
道
長
の
詩
と
皐
問
』
塙
書
房
、
三

O
O
四
、
初
出
一
九
八
八
)
で
は
、
菅

原
遁
員
「
源
能
有
五
十
賀
扉
風
詩
」
に
つ
け
ら
れ
た
紀
長
谷
雄
の
抄
に
『
異
苑
』

が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
こ
の
引
用
文
は
、
現
行
十
巻
本
『
異
苑
』
巻

五
第
二
八
話
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
同
じ
話
よ
り
も
文
章
が
長
い
。

(
叩
)
志
怪
か
ら
停
奇
へ
と
い
う
小
説
史
の
と
ら
え
か
た
は
、
魯
迅
『
中
園
小
説
史
略
』

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
枠
組
み
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
庚

ノ、。

瀬
玲
子
「
小
説
と
歴
史

i
魯
迅
『
中
園
小
説
史
略
』
試
論
」
『
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
』
一
三
三
、
一
九
九
七
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
な
検
討
を
加
え

て
い
る
。

(
日
)
静
永
健
「
教
材
と
し
て
の
「
長
恨
歌
」
論
」
田
部
井
文
雄
編
『
漢
文
敬
育
の
諸
相

ー
研
究
と
教
育
の
視
座
か
ら
』
(
大
修
館
書
庖
、
二

O
O
五
)
所
牧
。


